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本
年
の
皆
様
方

の
益
々
の
ご
多
幸

と
ご
健
勝
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
し

て
、
年
頭
の
ご
挨

拶
と
致
し
ま
す
。

た
そ
う
で
す
。
私
は
彼
女
の
言
葉
に
一
筋
の

光
を
見
る
思
い
で
し
た
。

　

昨
年
10
月
18
日
に
は
常
陸
宮
妃
華
子
殿
下

を
お
迎
え
し
て
令
和
6
年
度
秋
季
慰
霊
祭
を

厳
粛
に
滞
り
な
く
挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
本
行
事
に
つ
き
ま
し
て
は
参
列
者

5
8
1
名
と
昨
年
度
を
上
回
る
規
模
で
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
、
関
係
者
各
位
か
ら
賜
り

ま
し
た
ご
支
援
ご
協
力
に
対
し
、
改
め
ま
し

て
衷
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
ら
に
年
間
を
通
じ
ま
し
て
多
く
の
関
係

諸
団
体
に
よ
る
法
要
行
事
が
執
り
行
わ
れ
た

こ
と
に
対
し
ま
し
て
も
重
ね
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
に
お
き
ま

し
て
は
、
昭
和
34
年
3
月
28
日
、
天
皇
皇
后

両
陛
下
（
当
時
）
の
行
幸
啓
を
賜
り
、
竣
工

さ
れ
て
以
来
66
年
の
歳
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
は
終
戦
80
年
の
節
目
の
年
で
も

あ
り
ま
す
。
戦
後
間
も
な
く
世
相
混
乱
の
な

か
墓
苑
の
創
建
に
携
わ
れ
、
又
そ
の
後
は
戦

没
者
の
慰
霊
奉
賛
に
多
大
な
ご
尽
力
を
さ
れ

た
方
々
並
び
に
奉
仕
会
の
活
動
に
ご
支
援
ご

協
力
頂
い
た
多
く
の
皆
様
の
ご
芳
情
に
思
い

を
致
し
、
年
の
始
め
に
あ
た
り
、
今
一
度
戦

没
者
慰
霊
の
原
点
に
立
っ
て
奉
仕
会
の
責
務

完
遂
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
5
年
の
戦
没
者
の
遺
骨
収
集

の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
コ

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

我
が
国
は
コ
ロ
ナ
禍
を
脱
し
人
々
の
生
活

も
ほ
ぼ
正
常
な
姿
に
戻
り
ま
し
た
が
、
昨
年

元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
、
さ
ら
に

長
期
に
わ
た
る
夏
の
記
録
的
な
高
温
や
集
中

豪
雨
な
ど
異
常
気
象
に
も
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
改
め
て
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

世
界
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
米
国
の
ト
ラ

ン
プ
前
大
統
領
の
再
選
や
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
に
北
朝
鮮
軍
の
参
戦
、
中
東
紛

争
の
拡
大
な
ど
の
事
案
は
我
が
国
に
も
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
昨
年
夏
開
催

さ
れ
た
パ
リ
五
輪
卓
球
女
子
シ
ン
グ
ル
で
銅
、

団
体
で
銀
メ
ダ
ル
に
輝
い
た
早
田
ひ
な
選
手

は
、
帰
国
後
の
記
者
会
見
で
「
今
や
り
た
い

こ
と
」
を
問
わ
れ
た
際
、「
鹿
児
島
の
特
攻

資
料
館
に
行
き
、
生
き
て
い
る
こ
と
、
そ
し

て
、
卓
球
が
当
た
り
前
に
で
き
て
い
る
こ
と

が
、
当
た
り
前
で
は
な
い
と
い
う
の
を
感
じ

た
い
な
と
思
い
、
行
っ
て
み
た
い
」
と
語
っ

　

令
和
７
年謹 

賀 
新 
年

ロ
ナ
禍
の
低
減
と
と
も
に

ま
た
計
画
的
に
遺
骨
収
集

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
私

は
「
ご
遺
骨
に
対
し
て
最

大
限
の
敬
意
を
も
っ
て
お

迎
え
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
」
と
考
え
て
お
り
、

ご
遺
族
に
安
寧
が
も
た
ら

さ
れ
る
よ
う
、
一
日
も
早
く
ご
帰
還
さ
れ
る

こ
と
を
強
く
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

年
間
を
通
じ
て
遺
族
会
、
戦
友
会
並
び
に

篤
志
団
体
に
よ
る
慰
霊
行
事
・
団
体
参
拝
、

宗
教
団
体
に
よ
る
慰
霊
法
要
が
行
わ
れ
、
又

多
く
の
一
般
の
方
々
の
ご
参
拝
を
頂
い
て
い

る
一
方
で
、
戦
没
者
崇
敬
思
想
の
普
及
の
指

標
と
な
る
参
拝
者
数
も
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
令

和
元
年
度
に
迫
る
勢
い
が
あ
る
も
の
の
、
会

員
数
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
ご
遺
族
等
の
会
員
を
含
め
た
関
係
者

の
高
齢
化
が
進
む
中
、
こ
れ
ら
諸
課
題
の
解

決
策
等
を
含
め
、
奉
仕
会
業
務
の
あ
り
方
等

を
検
討
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
に
は
、
現
在
37
万

6
7
8
柱
（
令
和
6
年
10
月
末
現
在
）
の
ご

遺
骨
が
奉
安
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
ご
遺
骨
は
先
の
大
戦
に
お
け
る
海
外
で
の

全
戦
没
者
2
4
0
万
人
を
象
徴
す
る
も
の
で

す
。
我
が
国
を
は
じ
め
全
世
界
の
恒
久
平
和

へ
繋
が
る
べ
く
、
戦
没
者
に
対
す
る
慰
霊
奉

賛
の
心
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
確
実
に

次
の
若
い
世
代
に
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
、

私
ど
も
は
日
本
国
民
全
体
の
墓
苑
と
し
て
、

末
永
く
奉
賛
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
戦
没
者
慰
霊
奉
賛
の
輪
が
更
に
広
げ

ら
れ
ま
す
よ
う
、
今
後
と
も
引
き
続
き
温
か
い

ご
支
援
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
戦
80
年
の
年
頭
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
公
財
）
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
奉
仕
会

会
長　

鈴
木　

俊
一

会長　鈴木　俊一

昭
和
天
皇
御
製
碑

　
　
　
秩
父
宮
勢
津
子
妃
殿
下
揮
毫

く
に
の
た
め
い
の
ち

　
　

さ
さ
げ
し
ひ
と

く
の

こ
と
を
お
も
へ
ば
む
ね
せ
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　

  

く
る

上
皇
陛
下
御
製
碑

　
　
　
常
陸
宮
華
子
妃
殿
下
揮
毫

戦
な
き
世
を

　
　

歩
み
き
て
思
ひ
出
づ

　

か
の
難
き
日
を

　
　
　
　

生
き
し
人
々

雲海に浮かぶ富士

　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を

　
　
　
　
　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

日

本

遺

族

会

中

央

乃

木

会

東

郷

会

陸

修

偕

行

社

日

本

郷

友

連

盟

英

霊

に

こ

た

え

る

会

大
東
亜
戦
争
全
戦
没
者

慰
霊
団
体
協
議
会

水

交

会

三

笠

保

存

会

隊

友

会

靖

國

神

社

日

本

国

防

協

会

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
奉
仕
会
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令
和
6
年
度
遠
洋
練
習
航
海
を
終
え
て

練
習
艦
隊
司
令
官　

海
将
補　

西
山
高
広

　

こ
の
度
は
、
広
報
紙
「
千
鳥
ヶ
淵
」
へ
の
寄

稿
と
い
う
貴
重
な
機
会
を
賜
り
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
千
鳥
ヶ
淵
戦

没
者
墓
苑
奉
仕
会
の
皆
様
に
、
そ
の
ご
活
動

に
対
し
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、

遠
洋
練
習
航
海
出
発
前
に
は
、
実
習
幹
部
約

1
9
0
名
と
と
も
に
、
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓

苑
を
訪
問
し
、
献
花
を
執
り
行
う
機
会
を
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
度
の
練
習
艦
隊
は
、
令
和
6

年
5
月
20
日
か
ら
11
月
11
日
ま
で
の
間
、
令

和
6
年
度
遠
洋
練
習
航
海
を
実
施
し
ま
し
た
。

日
本
を
出
国
後
西
回
り
に
航
海
し
、
ス
エ
ズ
運

河
で
は
な
く
喜
望
峰
を
経
由
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
方

面
を
寄
港
後
、
パ
ナ
マ
運
河
を
通
峡
し
て
世
界

を
一
周
し
ま
し
た
。
本
年
度
の
遠
洋
練
習
航

海
部
隊
は
、
練
習
艦
「
か
し
ま
」
及
び
練
習

艦
「
し
ま
か
ぜ
」
の
2
隻
で
編
成
さ
れ
、
11

か
国
13
寄
港
地
を
訪
問
し
ま
し
た
。
総
日
数

1
7
5
日
、
総
航
程
約
3
万
5
千
マ
イ
ル
と

い
う
長
期
航
海
と
な
り
、
総
日
数
は
遠
洋
練

習
航
海
史
上
最
多
日
数
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
寄
港
地
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
、
南

ア
フ
リ
カ
の
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
へ
の
練
習
艦
隊
と

し
て
の
初
寄
港
と
、
日
ト
ル
コ
外
交
関
係
樹
立

1
0
0
周
年
を
記
念
し
て
ト
ル
コ
の
イ
ス
タ
ン

ブ
ー
ル
へ
の
寄
港
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
特
に
、

長
年
に
わ
た
る
ト
ル
コ
と
の
親
密
な
友
好
関
係

の
下
で
、
現
地
で
の
音
楽
演
奏
会
や
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
等
で
の
人
的
交
流
を
通
じ
、
日
ト
ル
コ
関

係
の
更
な
る
発
展
に
寄
与
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
西
ア
フ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
北
米
の
国
々

に
寄
港
で
き
た
こ
と
は
実
習
幹
部
の
国
際
感

覚
を
涵
養
す
る
上
で
非
常
に
有
益
で
あ
り
、

今
後
、
幹
部
海
上
自
衛
官
と
し
て
世
界
の
舞

台
で
活
躍
す
る
に
あ
た
っ
て
の
資
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

練
習
艦
隊
は
、
毎
年
、

遠
洋
練
習
航
海
期
間
中
、

洋
上
及
び
寄
港
地
の
慰
霊

碑
等
で
追
悼
行
事
、
献

花
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

島
沖
航
行
及
び
地
中
海

航
行
に
際
し
、
そ
れ
ぞ
れ

洋
上
追
悼
行
事
を
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、
セ
ー

シ
ェ
ル
、
南
ア
フ
リ
カ
、

イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
イ

ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
の
ノ

ー
フ
ォ
ー
ク
及
び
ハ
ワ
イ

で
献
花
を
実
施
し
ま
し

た
。
実
習
幹
部
も
、
各

寄
港
地
で
は
様
々
な
研
修

を
通
じ
、
訪
問
国
の
歴
史

や
文
化
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
戦
没
者
と
訪
問

国
が
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
る
か
と
い
う

こ
と
も
理
解
し
ま
し
た
。
特
に
、
ア
メ
リ
カ
の

ア
ー
リ
ン
ト
ン
国
立
墓
地
で
の
研
修
を
通
じ
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
国
家
と
戦
没
者
と
の
向
き

合
い
方
を
知
り
非
常
に
感
銘
を
受
け
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
航
海
中
の
様
々

な
機
会
を
捉
え
て
、
実
習
幹
部
に
対
し
、
当
隊

の
行
動
海
域
と
関
連
す
る
戦
史
教
育
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
過
去
の
戦
史
と
自
身
の
体
験
と

が
し
っ
か
り
と
結
び
つ
き
、
先
人
を
偲
ぶ
気
持

ち
が
深
く
刻
み
込
ま
れ
た
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
は
、洋
上
追
悼
行
事
や
献
花
を
通
じ
、

国
家
の
た
め
に
殉
じ
た
戦
没
者
の
意
思
に
思
い

を
馳
せ
、
我
が
国
及
び
世
界
の
平
和
と
繁
栄

に
貢
献
で
き
る
よ
う
粉
骨
砕
身
努
力
す
る
所

存
で
す
。
今
後
と
も
引
き
続
き
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
奉
仕
会
の

皆
様
の
ご
活
動
に
重
ね
て
敬
意
を
表
し
、
挨
拶
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

マ
リ
ア
ナ
諸
島
戦
没
者
遺
骨
引
渡
式

11
月
1
日
（
金
）、
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑

に
て
厚
生
労
働
省
主
催
の
戦
没
者
遺
骨
引
渡

式
と
遺
骨
収
集
派
遣
団
の
解
団
式
が
行
わ
れ

た
。
今
回
の
遺
骨
引
渡
式
は
本
年
度
1
回
目

（
注
1
）
で
、
令
和
6
年
10
月
17
日
か
ら
11
月

1
日
（
16
日
間
）
の
間
、
遺
骨
収
集
派
遣
団

9
名
（
注
2
）
が
マ
リ
ア
ナ
諸
島
で
収
容
し
た

24
柱
の
御
遺
骨
が
日
本
戦
没
者
遺
骨
収
集
推

進
協
会
か
ら
厚
生
労
働
省
へ
引
き
渡
さ
れ
た
。

　

出
席
し
た
福
岡
厚
生
労
働
大
臣
は
、
解
団

式
で
派
遣
団
の
16
日
に
わ
た
る
遺
骨
収
集
作

業
の
労
を
労
う
と
と
も
に
、「
令
和
5
年
6
月

に
は
、
国
会
で
全
会
一
致
に
よ
り
﹃
戦
没
者

の
遺
骨
収
集
の
推
進
に
関
す
る
法
律
﹄
が
改

正
さ
れ
、
遺
骨
収
集
の
集
中
実
施
期
間
が
令

和
11
年
度
ま
で
5
年
間
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
こ
の
延
長
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、
国
の
責
務
と
し
て
可
能
な
限
り
多

く
の
ご
遺
骨
を
収
容
し
、
一
日
も
早
く
ご
帰

還
い
た
だ
け
る
よ
う
、
法
に
基
づ
く
指
定
法
人

で
あ
る
日
本
戦
没
者
遺
骨
収
集
推
進
協
会
の

皆
さ
ま
と
と
も
に
、
一
層
、
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
マ
リ
ア
ナ

諸
島
を
含
む
中
部
太
平
洋
に
お
け
る
戦
没
者

概
数
は
2
4
7
、
0
0
0
人
で
収
容
遺
骨
概

数
が
7
4
、
2
4
0
柱
（
令
和
6
年
11
月
1

日
現
在
）
で
あ
る
。

　

な
お
、
式
典
の
奏
楽
は
海
上
自
衛
隊
東
京

音
楽
隊
が
務
め
た
。

（
注
1
）
本
年
度
予
定
さ
れ
て
い
た
硫
黄
島

で
の
7
月
と
10
月
の
遺
骨
収
集
活
動
は
、
硫

黄
島
が
渇
水
の
た
め
中
止
さ
れ
た
。

（
注
2
）
遺
骨
収
集
派
遣
団
9
名
の
構
成

　

・
一
般
社
団
法
人
日
本
戦
没
者
遺
骨
収
集

推
進
協
会
：
3
名

　

・
一
般
財
団
法
人
日
本
遺
族
会
：
2
名

　

・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
J
Y
M
A
日
本

青
年
遺
骨
収
集
団
：
2
名

　

・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
学
生
協
会
：
2
名

ソ
連
抑
留
戦
友
・
遺
族
会
東
京
ヤ
ゴ
ダ
会

第
28
回
鎮
魂
慰
霊
祭

11
月
3
日
、
ソ
連
抑
留
戦
友
・
遺
族
会
東

京
ヤ
ゴ
ダ
会
は
第
28
回
鎮
魂
慰
霊
祭
を
本
墓

苑
で
執
り
行
い
約
45
名
が
参
列
し
た
。

　

慰
霊
祭
は
、
幹
事
・
島
本
昌
彦
氏
に
よ
る

開
会
の
辞
に
始
ま
り
、
国
歌
斉
唱
、
黙
祷
、

増
上
寺
院
内
寺
院
安
養
院
・
千
葉
裕
定
住
職

に
よ
る
読
経
、
奉
納
民
謡
と
進
行
し
、
最
後

に
追
悼
の
思
い
の
紹
介
で
終
了
し
た
。

　

冒
頭
、
島
本
幹
事
は
開
会
の
辞
で
高
齢
の
た

め
参
加
で
き
な
い
平
塚
夫
人
か
ら
の
便
り
、「
夫

で
あ
る
久
夫
は
昨
年
10
月
3
日
に
他
界
し
ま

し
た
。
長
年
に
わ
た
り
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

私
も
歩
行
が
困
難
と
な
り
出
席
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
夫
が
残
し
た
歌
、"
抑
留
の
飢

え
を
凌
ぎ
ヤ
ゴ
ダ
の
実　

母
が
摘
み
に
し
野

苺
に
似
て
"
を
口
ず
さ
み
な
が
ら
、
紙
面
の
ヤ

ゴ
ダ
の
実
に
手
を
合
わ
せ
た
い
」
を
紹
介
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
の
追
悼
の
思
い
の
紹
介
で
は
、

札
幌
か
ら
初
め
て
参
列
し
た
「
シ
ベ
リ
ア
抑
留

体
験
を
語
る
会
札
幌
」
の
会
長
・
建
部
奈
津

子
氏
か
ら
二
人
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
者
（
神じ

ん

馬ば

文
男
氏
＊
1
、
吉
田
欽
哉
氏
＊
2
）
の
語

り
部
と
し
て
の
慰
霊
活
動
等
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

こ
の
会
は
9
年
前
か
ら
抑
留
者
の
体
験
を
風

化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
活
動
し
て
い
る
慰
霊

団
体
で
あ
る
。

　

＊
1
：
予
科
練
出
身
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
3
年
、

帰
国
後
、
抑
留
生
活
を
綴
っ
た
「
異
国
の
丘
」

を
上
梓
、
短
歌
「
ラ
ー
ゲ
ル
の
窓
に
咲
き
た
る

氷
雪
花　

ダ
モ
イ　

ダ
モ
イ
と
指
字
で
溶
か
す
」

な
ど
詩
歌
も
発
表
。
99
歳
。

　

＊
2
：
19
歳
で
徴
兵
さ
れ
南
樺
太
の
陸
軍
病

院
で
衛
生
兵
と
し
て
配
属
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
4

年
、
日
本
で
シ
ベ
リ
ア
に
一
番
近
い
利
尻
島
に

シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
慰
霊
之
碑
を
昨
年
建
立
（
写

真
）。
99
歳
。

日本国練習艦隊
司令官 海将補 西山 高広

ご遺骨を引き渡す遺骨収集団員

喇叭吹奏による黙祷シベリア抑留者慰霊之碑と吉田氏

遺骨収集派遣団

ウエストミンスター寺院での献花



（３）令 和 7 年 1 月 1 日 千　　　鳥　　　ヶ　　　淵 　　奇数月１日発行　第571号

この刊行物は、 の社会貢献広報事業として助成を受け作成されたものです。

各
団
体
の
慰
霊
参
拝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全国強制抑留者協会埼玉県支部　6年8月16日

静岡県 川根本町遺族会　6年9月23日

水交会　6年8月22日

真の道　6年8月21日

東京都練馬区立富士見中学校３年生　6年8月29日

長野県飯山市遺族会　6年9月24日

愛知県遺族会　6年9月12日埼玉県小川町遺族会　6年9月12日



令 和 7 年 1 月 1 日 千　　　鳥　　　ヶ　　　淵 奇数月１日発行　第571号（４）

この刊行物は、 の社会貢献広報事業として助成を受け作成されたものです。

各
団
体
の
慰
霊
参
拝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千葉県印旛郡市連合遺族会　6年10月1日

東京都多摩市遺族会　6年10月4日

群馬県榛東遺族会　6年10月5日

埼玉県狭山市遺族会　6年9月30日 愛知県犬山市遺族連合会　6年9月29日

クラスノヤルスク遺族会　6年10月17日

ニューサウスウェールズ（オーストラリア）の高校生　6年10月3日

千代田区海洋少年団　6年10月5日



（５）令 和 7 年 1 月 1 日 千　　　鳥　　　ヶ　　　淵 　　奇数月１日発行　第571号

この刊行物は、 の社会貢献広報事業として助成を受け作成されたものです。

第
10
回　

全
国
仏
教
者
に
よ
る
戦
没
殉

難
者
慰
霊
法
要

　

第
10
回
全
国
仏
教
者
に
よ
る
戦
没
殉
難
者

慰
霊
法
要
が
11
月
14
日
、
千
鳥
ケ
淵
戦
没
者

墓
苑
で
営
ま
れ
た
。
世
界
連
邦
日
本
仏
教
徒

協
議
会
（
世
連
仏
）
と
関
西
宗
教
懇
話
会
の

共
催
で
、
全
国
各
地
か
ら
仏
教
を
中
心
と
す

る
7
宗
11
宗
派
の
宗
教
者
等
約
50
名
が
参
列

し
、
谷
内
弘
照
・
高
野
山
真
言
宗
神
護
寺
貫

主
を
導
師
に
墓
前
で
慰
霊
の
祈
り
を
捧
げ
た
。

こ
の
法
要
は
、
宗
旨
宗
派
の
垣
根
を
超
え
て

世
界
平
和
の
実
践
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
。

　

同
導
師
は
表
白
（
＊
）
の
中
で
「
我
が
国
の

平
安
は
護
国
の
英
霊
の
礎
の
功
に
ほ
か
な
ら
ず
、

我
等
こ
こ
に
三
百
万
英
霊
の
遺
徳
を
し
の
び
追

善
追
福
の
法
儀
を
修
し
奉
る
。
仰
ぎ
願
わ
く

ば
諸
英
霊
速
や
か
に
無
上
仏
果
を
証あ

か

し
永い

に
し

え

に
国
運
の
発
展
と
世
界
恒
久
平
和
の
招
来
を

護
念
し
給
わ
ら
ん
こ
と
を
重
ね
て
乞
う
」
と

述
べ
戦
没
殉
難
者
を
慰
霊
し
た
。

（
＊
）
表
白
（
ひ
ょ
う
び
ゃ
く
）
：
法
要
の
趣
旨

◎
奉
仕
会
年
度
会
費
納
入
者
（
団
体
・
個
人
）（
敬
称
略
、
順
不
同
）

　

冨
士
ダ
イ
ス
㈱
【
仁
熊
啓
介
、
江
口
和
美
、
糸
永
隆
一
、
清
水
義
宏
、
眞
弓
幸
久
、
山
口
靖
浩

瀧
下
幸
博
、
城
戸
良
拓
、
有
馬　

進
、
大
内
信
作
、
髙
橋　

誠
、
鈴
木
悠
介
、
森
井　

聡
、
勢

井　

学
、
鹿
目
芳
浩
、
玉
坂
繁
光
、
坂
井
修
一
、
斉
藤
貴
広
、
林
田　

勝
、
石
井　

仁
、
卜
部

　

弘
、
井
本
幸
男
、
山
㟢
四
郎
、
長
澤
邦
雄
、
佐
藤
義
和
、
田
中
健
太
郎
、
松
尾
拓
明
、
山
川

栄
一
、
保
氣
口
邦
夫
、
西
條
昌
弘
、
吉
村
和
哉
、
古
谷
高
宏
】、
新
和
ダ
イ
ス
㈱
【
上
野
敏
栄
】

加
藤
史
明
、
上
野
む
つ
子
、
阿
部
陽
治
、
河
村　

涼
、
田
中
富
士
雄

◎
新
入
会
員
（
敬
称
略
、
順
不
同
）
※
正
は
正
会
員
、
終
は
終
身
会
員

　

山
口
功
晟
（
終
）、
伊
藤
ま
ひ
わ
（
正
）、
坂
本
篤
哉
（
終
）、
福
島
一
貴
（
終
）、
岩
崎
弥
生
（
正
）

小
櫻
貴
大
（
終
）、
舩
木
勝
利
（
終
）、
森
田
ひ
ろ
み
（
正
）、
島
田
雄
樹
（
終
）、
根
本
敏
弘
（
終
）

◎
奉
納
者
（
団
体
・
個
人
）（
敬
称
略
、
順
不
同
）

　

茅
ヶ
崎
市
戦
没
者
遺
族
会
、
今
治
市
連
合
遺
族
会
、
埼
玉
県
遺
族
連
合
会
、
三
鷹
市
遺
族
会

大
和
市
遺
族
会
、
中
央
区
遺
族
会
、
さ
い
た
ま
市
浦
和
遺
族
会
、
和
光
市
遺
族
会
、
ク
ラ
ス
ノ

ヤ
ル
ス
ク
遺
族
会
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
友
・
遺
族
会
、
東
京
メ
レ
ヨ
ン
会
、
東
京
ヤ
ゴ
ダ
会

法
華
宗
宗
務
院
、
日
蓮
宗
宗
務
院
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、
阿
含
宗
東
京
別
院
、
普
明
会
教
団

妙
智
會
教
団
、
念
法
眞
教
総
本
山
、
立
正
佼
成
会
、
解
脱
会
、
世
界
連
邦
日
本
仏
教
徒
協
議
会

・
関
西
宗
教
懇
話
会
、
か
む
な
が
ら
の
み
ち
、
愛
媛
東
予
万
灯
講
、
丸
山
教
藤
の
花
会
、
土
曜
会

東
郷
神
社
、
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
奉
仕
茶
会
、
隊
友
会
、
水
交
会
、
内
閣
総
理
大
臣
、
最
高

裁
判
所
長
官
、
参
議
院
議
長
、
国
家
公
安
委
員
長
、
防
衛
大
臣
、
環
境
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣

立
憲
民
主
党
、
宮
内
庁
、
各
都
道
府
県
【
北
海
道
、
青
森
県
、
岩
手
県
、
秋
田
県
、
宮
城
県

山
形
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
千
葉
県
、
埼
玉
県
、
茨
城
県
、
静
岡
県
、
群
馬
県
、
栃
木
県

山
梨
県
、
長
野
県
、
新
潟
県
、
富
山
県
、
石
川
県
、
愛
知
県
、
岐
阜
県
、
三
重
県
、
奈
良
県

和
歌
山
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
鳥
取
県
、
島
根
県
、
岡
山
県
、
広
島
県
、
山
口
県

香
川
県
、
徳
島
県
、
愛
媛
県
、
高
知
県
、
福
岡
県
、
佐
賀
県
、
大
分
県
、
長
崎
県
、
宮
崎
県

鹿
児
島
県
、
沖
縄
県
】、
全
国
市
議
会
議
長
会
、
千
代
田
区
長
、
千
代
田
区
議
会
議
長
、
T
B
S

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
㈱
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
、
㈱
小
松
ス
ト
ア
ー
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ワ
ン
㈱
、
大
山
㈱

㈱
秀
拓
、
加
賀
谷
正
子
、
芹
川
い
ち
子
、
武
笠
一
男
、
秀
平
良
子
、
藤
平
一
照
、
竹
内
一
香
、
吉

永
龍
奏
、
吉
永
龍
睗
、
佐
藤
佐
季
子
、
安
藤
韶
盟
、
山
村
龍
雲
、
柴
田
米
實
、
坂
田
鎮
厳
、
水

谷
泉
雄
、
萱
沼
豊
子
、
菊
池
政
巳
、
菊
地　

頼
、
奥
住
栄
子
、
稲
垣
千
枝
、
秋
葉
正
男
、
森
本

浩
吉
、
米
原
恭
淳
、
御
手
洗
朋
子
、
小
滝
信
也
、
廣
川
貞
雄
、
酒
井
治
雄
、
杉
村
克
治

◎
参
拝
団
体
（
前
項
以
外
、
敬
称
略
、
順
不
同
）

　

新
富
村
遺
族
会
、
多
摩
市
遺
族
会
、
伊
豆
の
国
市
遺
族
会
、
八
街
市
遺
族
会
、
千
代
田
区
海

洋
少
年
団
、
喇
叭
保
存
会
、
喇
叭
伝
承
会
、
平
塚
市
遺
族
会
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
友
好
協
会

◎
清
掃
奉
仕
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

　

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
清
掃
奉
仕
会
、
阿
含
宗
清
掃
奉
仕
、
東
京
葵
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
清

掃
奉
仕
、
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
ト
イ
レ
清
掃
奉
仕
会

◎
献
花
台
奉
仕
者
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

　

松
風
花
道
会
（
松
本
君
水
、
釜
堀
恵
水
、
男
鹿
澄
水
、
倉
持
桃
水
）、
古
流
わ
か
ば
会
（
武
藤

理
春
、
武
藤
理
高
、
武
藤
理
恵
、
秋
葉
理
恵
、
金
澤
理
代
、
丸
山
理
窕
）、
藤
栄
流
（
落
合
一
文

倉
地
一
博
、
溝
渕
一
富
）、
古
流
茂
風
会
（
大
藤
茂
風
、
鈴
木
泉
風
、
田
巻
泰
風
、
髙
橋
里
風
）

国
際
華
道
如
心
流
（
新
井
礼
心
、
鈴
木
淑
峯
、
片
桐
菖
心
、
吉
見
恵
峯
）、
古
流
・
草
翆
流
（
関

根
広
草
、
阿
久
津
由
翆
、
徳
竹
草
華
、
林　

聖
子
）

　

令
和
6
年
11
月
30
日
ま
で
受
付
分
を
掲
載
、
12
月
1
日
以
降
受
付
分
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

各
団
体
の
慰
霊
参
拝　
　
　
　
　
　
　

神奈川県茅ヶ崎市遺族会　6年10月24日

かむながらのみち　6年11月25日

喇叭伝承会　6年10月20日

東京地区メレヨン会　6年10月27日

六角堂へ向かう僧侶墓前での慰霊法要

終 戦 8 0 年 募 金

2 , 8 8 0 , 0 0 0円
累計（ 6年11月30日現在）

1 , 4 4 0 , 0 0 0円
（10月 1 日から11月30日の間）

☆募金に協力された皆様（敬称略、順不同）
伊藤康成、榛葉道尚、勝呂洋次、沖田康宏、
増田健三、白石世津子、西口邦左、
稲垣千枝、細川要子◎、林　英治、
倉持勝光・三朗、倉持幸一、倉持　稔、
間中真喜子、浅見浩一、小澤　清、
多田　宏、岩浅博之

凡例：◎は100口以上の高額募金者
（皆様のご芳志に篤く御礼を申し上げます）

本年もよろしくお願いいたします。
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墓
苑
便
り（
奉
仕
会
だ
よ
り
）

　

7
年
1
月
〜
2
月
の
献
花
の
予
定

　

帝
国
華
道
院
研
究
部
の
会
員
に
よ
る
1
月

・
2
月
の
献
花
は
次
の
方
々
で
す
。

　

ご
来
苑
の
際
は
、
是
非
ご
鑑
賞
下
さ
い
。

　

1
月　

古
流
松
瀞
会　
　
　
　

石
井
理
顕

　
　
　
　

駿　

東　

流　
　
　
　

小
泉
恵
華

　

2
月　

柴
山
古
流
・
縁
山
流　

井
上
冷
美

　
　
　
　

古
流
正
華
道　
　
　
　

芦
沢
千
啓

　

令
和
7
年　

役
員
会
議
等
の
予
定

　

・
令
和
6
年
度　

第
2
回
通
常
理
事
会

　
　
　

令
和
7
年
2
月
14
日
（
金
）

　
　
　
　

10
時
30
分
〜
：
墓
苑
会
議
室

　

・
令
和
7
年
度　

第
１
回
通
常
理
事
会

　
　
　

令
和
7
年
4
月
24
日
（
木
）

　
　
　
　

10
時
30
分
〜
：
墓
苑
会
議
室

　

・
令
和
7
年
度　

定
時
評
議
員
会

　
　
　

令
和
7
年
5
月
22
日
（
木
）

　
　
　
　

10
時
30
分
〜
：
G
H
市
ヶ
谷

　

・
令
和
7
年
度　

期
末
監
査

　
　
　

令
和
7
年
4
月
11
日
（
金
）

　
　
　
　

10
時
00
分
〜
：
墓
苑
会
議
室

　

そ
れ
ぞ
れ
の
会
の
2
週
間
前
ま
で
に
関
係

各
位
へ
細
部
の
ご
連
絡
を
メ
ー
ル
等
で
お
送

り
致
し
ま
す
。

この刊行物は、 の社会貢献広報事業として助成を受け作成されたものです。

終戦80年事業のお知らせとお願い
　本令和7年、終戦80年の大きな節目を迎えるにあたり、奉仕会は
創設の原点に立ち返り、戦没者の慰霊奉賛の気運が更に昂揚され
るとともにこの灯火が末永く国民全般、特に若い世代に継承される
ことを念願し、次の事業を令和6年度から実施しております。
　皆様のご協力を切にお願い致します。
1　懸賞小論文（投稿文）を募集
　・�テーマ：「戦没者慰霊のあり方（慰霊の継承）」
　・�内容：年配者はいかに慰霊を若い人に伝えるか、若い人はそ
れをどのように受け止めるべきかなど。

　・�規定：メールまたは郵送で応募（努めてデータで）。字数は
1200〜2000字。ワード、A−4、横書き。（手書きの場合、400
字詰め原稿用紙使用、鉛筆不可。）表紙に氏名（ふりがな）、年
齢、〒住所、電話番号、メールアドレス、職業を明記。応募さ
れた原稿等は返却しません。また、著作権、編集権は当奉仕
会に帰属します。二重投稿不可。

　・�資格：不問
　・賞：�最優秀 7 万円× 1 点、優秀 5 万円× 2 点、佳作 3 万円

× 3点（予定）
　・�審査：千鳥ヶ淵戦没者墓苑奉仕会
　・�応募先：〒102-0075�東京都千代田区三番町二
　　　　　　公益財団法人　千鳥ヶ淵戦没者墓苑奉仕会
　　　　　　メールアドレス：c-houshikai@boen.or.jp
　・�応募期間：令和 6年 7月から令和 7年 1月末
　・�問合せ先：メールアドレス　c-houshikai@boen.or.jp
　・�発表：�最優秀、優秀及び佳作を広報紙「千鳥ヶ淵」8月号（終

戦80年特集号）に掲載予定
　・�季刊「公募ガイド」（秋号、10月 9 日発売）にも応募要項
を掲載中

　　　WEB「Koubo」
　　　https://koubo.jp/

2 �　終戦80年募金
　・�目的：千鳥ヶ淵戦没者墓苑のリニューアル（施設・設備等）
　・�一口：個人 5千円、団体 3万円
　・�期間：令和6年 7月1日から令和7年12月末日まで
　・郵便振替口座：記号・番号　00140−2−42556
　・�「終戦80年募金」と明記して下さい。
　　　公益財団法人　千鳥ヶ淵戦没者墓苑奉仕会　
　　　　　　　　　　　理事長　榊枝　宗男

（公財）千鳥ヶ淵戦没者墓苑奉仕会への入会のご案内
　千鳥ヶ淵戦没者墓苑奉仕会は、皆様のご支援に支えられ活動しています。
当会では皆様のご入会を心からお待ちしております。
1　会員の種類と会費

区　分 名　称 会　費

個　人
正 会 員 ¥3,000/年
終身会員 ¥30,000（ 1 回）

団体・法人
特別会員 ¥10,000/年
永代会員 ¥100,000（ 1 回）

2�　会費の納入
（納入要領の細部は、千鳥ヶ淵戦没者墓苑HPに記載しております）
　①郵便局での振り込み
　　・郵便振替口座：記号・番号　00140−2−42556
　②銀行での振り込み（住所・氏名はメール等で別途お知らせ下さい）
　　・振 込 先：りそな銀行　九段支店
　　・店 番 号：274
　　・普通口座：0831949
　　・口座名義：公益財団法人　千鳥ヶ淵戦没者墓苑奉仕会
3　会員の特典
　・�2ヶ月に一回発行する広報紙「千鳥ヶ淵」（行事案内含む）を送付します。
　・秋季慰霊祭へ希望すれば参加できます。（多数の場合抽選となります）
　・永代会員名簿は、秋季慰霊祭で奉納されます。


